
保健所におけるアルコール関連問題の取組や相談受理状況について

資料４

令和7年1月14日（火）
令和６年度 泉州精神医療懇話会
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令和５年度 保健所のアルコール依存症相談 年齢別（実数）
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南ブロック保健所合同精神保健研修会

日時：令和６年12月11日（水）14:00～16:30

場所：和泉市立人権文化センター（ゆうゆうプラザ） １階 大会議室

内容：

１）講義 「お酒の問題を抱えた方に出会ったら

〜SBIRTS・早期発見早期治療のためにそれぞれの機関ができること〜」

講師 新生会病院 院長 和氣 浩三 氏

２）当事者体験談

講師 岸和田断酒新生会 桶野 朱子 氏

３）保健所業務紹介「保健所でのアルコール相談の実際」

発表者 泉佐野保健所 地域保健課 職員

４）グループワーク

テーマ：「もしあなたの所属先にアルコールの問題で

困っている人が来所されたら何ができますか？」

参加者数 46名

（内訳）

和泉保健所管内 24名

岸和田保健所管内 16名

泉佐野保健所管内 6名

参加者所属

行政機関、CSW等関係機関、訪問看護事業所、医療機関、

自助グループなど

参加者職種

医師、相談員・ケースワーカー、看護師、保健師など

概要 実績

アンケート結果

・依存症になる背景だけではなく、具体的な治療や支援の関わり方、介入の方法が学べてよかった。

・断酒会を通じ人とのつながりを持つことの大切さが重要であることが分かった。

・アルコール依存症の方たちへの理解が深まった。当事者の方のお話もよかった。イメージがしやすかった。

・ハームリダクションアプローチを勉強したいと思った。AUDITの活用もしていきたい。

・自助グループのつながりを把握することで、対象者同士をつなぐ役割を担うことができると思った。

アルコール依存症専門医療機関・
自助グループ一覧パンフレット
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